
TECHNO PLAZA

2012.1 1第239号

平成24年1月13日発行（隔月1回発行）大 田 区 を 元 気 に す る 産 業 情 報 誌

JANUARY◎2012

小泉（司会） ★ 今回の新春座談会は、経営塾出身の若

手経営者の皆さんに集まっていただきました。昨年は

円高や災害など大きな出来事が重なりましたが、それ

らを払拭するべく日々奮闘されていることと思いま

す。経営塾では、お客様にヒアリングをして自社の強み

を導き出すという課題が出ましたが、参加されて自社

に必要なものは何だと思われたか、さらに自社のこん

な長所に気づいた、というお話しを自己紹介を交えな

がら伺っていきたいと思います。

古川 ★ 冷蔵庫を開けていただくと、どのお宅にもケ

チャップやドレッシングがありますよね、その容器の

キャップを主に製造しています。私が経営塾に参加した

のは、リーマンショックの後、売上が落ち危機感を持っ

たことがきっかけです。それまで1社受注で問題なく

やっていけるという恵まれた環境の中におりまして、営

業のノウハウがありませんでした。どうやったら売れる

か、どこに自社の強みがあるか等、考えたことがなかっ

たんです。これではいけないと、まずは「優工場」にチャ

レンジし、経営塾への参加を決めました。

小泉 ★ その中で見つかったものは何でしょうか。

古川 ★ 弊社の強みは製品の品質を常に正確にデータ

で示せるよう努めている点、お客様とのコミュニケー

ションを大切に、生産の進捗や、浮き沈みのある稼働率

等の情報もすべて開示している点だと気づきました。

松浦 ★ 当社は祖父が昭和15年に治具・ゲージの仕

事を始めたので、私で3代目になります。主にハード
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ディスクや医療機器に使う部品を作っていま

す。私はいわゆる“外の飯”をきちんと食ってこな

かったので、会社に入ってから苦労しました。必要なこ

とは職人たちから教わったという感じです。ヒアリング

に関しては、私にはお客様に聞くという発想自体がな

かったので新鮮でした。アンケートシートを作って40社

ぐらいにお願いしましたら、高い確率で回答をいただき

ました。自分が考えていたこととお客様がうちのいい点

だと思っていたことはほぼ同じだったのですが、生の声

が聞けたということが最大のメリットでした。逆に、必要

だと痛感したのはスピード感です。考えすぎて行動する

タイミングを逃してはいないかと気になりました。

須藤 ★ 父の代からプラスチックの精密加工を行っ

ています。最初は事務で入社したのですが加工の方

に興味が出てきまして、今は設計の勉強をしながら

顧客対応などを担当しています。弊社でもアンケー

トを作ってお客様から回答をいただきました。その中

で自分たちが求めていた答えとお客様の答えは大

体一致していましたが、更にもう少しこうしてほしい、

というご要望をいただけたことは貴重でした。また、

社員や品質を評価していただいたこともありがた

新春
座談会昨年秋、当協会が主催し、4回に渡って行われた

「"No.１戦略" 経営塾」。このセミナーから卒業生たちは
何を感じ、学び掴んだのか。そしてその学びを、いかに
経営に活かしているのかを率直に語り合っていただきました。

  昨年は、東日本大震災、急激な円高、タイの洪水など区内中小企業にとり、直接・間接に多大な影響を被った厳しい一年と
なりました。当協会といたしましては、本年は、大田区工業の培った技術力を、国内はもとより、中国・アセアン諸国に発信し、
商談会・展示会を軸に、企業支援を推進してまいります。同時に、羽田空港国際化による国内・海外の利用者の増加を絶好の
機会ととらえ、商業・サービス業の活性化に向け、区行政、各産業団体の皆様と一体となって、取り組む所存でございます。
どうぞ本年もよろしくお願い申し上げます。

公益財団法人 大田区産業振興協会  理事長 野田　隆

株式会社フュージョンナレッジ
ネットワーク代表取締役。日本
ヒューレットパッカードに29年
勤務、さまざまな案件に携わ
る。退職後は、念願の中小製
造業の支援に従事。特に開
発と販路開拓を得意とする。
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小泉 誠二氏

睦化工株式会社 代表取締
役社長。平成13年社長就
任。プラスチック射出成形・
3D造形のプロとして、高品質
なものづくりを推進する。平成
20年度大田区「優工場」まち
に優しい部門賞受賞。
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古川 亮一氏

新年あけましておめでとうございます。
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平成二十四年 元旦
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かったです。

西尾 ★ 弊社は昭和7年に創業したので今年で80年になり

ます。商業施設のショーケースやショーウインドウの製造が

本業です。ヒアリングですが、僕は直接お客様のホンネを聞

きたかったので、出向いて話をしました。例えば、「値段が高

い」というのは他のことの不満の裏返しかもしれません。僕

は、うちの強みはチャレンジしていくことだと思っていました

が、お客様からは「正確な答えがすぐ返ってくるところ」だと。

お客様の声にはいつでも答えが返せるだけの技術を持ち続

けたいですし、これからも求めるものに答えられる会社でい

たいですね。

小泉 ★ 次に経営塾で学んだことを活かして、長期的に、これ

から挑戦していきたいことをお願いします。

松浦 ★ やっぱり自社製品を持ちたいと思っています。大田

区にこれだけ加工屋さんがあるのに、自社製品を持っている

ところがほとんどないんですね。今年9月を目標に、昨年春く

らいから始めています。

小泉 ★ 自社ブランドは、加工技術等を深掘りして技術を提

供する、自社の技術を使って他社が真似できないような製品

をつくる、というふたつの形態があるんですが、他の方はい

かがですか。

須藤 ★ うちも少し始めました。アルミやステンレスが一般的

だった六面フライスをプラスチックでやってみようと。経営塾

で見い出した自分たちの一番の強みをより強く押していこう

と思ったんです。もうひとつ、これはまったく違うもので、女性

の靴のヒールにピアスを付けておしゃれを楽しんでいただくと

いうものです。どうしてそこ（ヒール）なの？というと、ちょうど

プラスチックでできていたから、というワケなんですが（笑）。

ホームページを立ち上げ、受注販売という形で進めています。

今後は販路開拓に頑張っていかなければと思っています。

小泉 ★ そうなんですね。開発が終わると次は販路開拓なん

ですね。

古川 ★ 弊社も同じく、ひとつのものを強力に立ち上げるの

ではなくいくつかのアイデアを順次試していこうと思ってい

ます。先日は、製品開発のセミナーに参加し、ペットボトルの

注ぎ口を華やかにできないか等、つくるまでのプロセスを学

びました。商品化に向けていろいろと勉強中です。

小泉 ★ たしかにひとつだけ、というのはリスクがあるかもし

れないですね。須藤さんのところは2本同時に出されようと

して、古川さんのところは次々、といった形で進めていらっ

しゃる。差し支えなければ、どういったものを開発されている

のか教えていただけますか。

古川 ★ つくるところから食べ終わって洗うところまで、その

工程すべてを楽しめるようなお弁当箱を考案しています。

西尾 ★ 経営塾の講義の中で、自分でお客様を作るというお

話がありました。例えばの話ですが、屋外用ガラスを砂漠の

真ん中に置くと夜露が発生してガラスが結露する。結露する

と翌朝、1枚1枚、クリーニングします。毎日繰り返せばそのコ

ストはばかになりませんよね。そこで夜露が発生するのは仕

方ないけど、それを自浄クリーニングできるものはないのか

と思い、提案として持っていったんです。他社とコラボレー

ションして新しいものを作り、現在提案中です。どこにお客様

がいるか頭の中で考えるより、そこで何が起きてるか、何に

困っているかと、逆のほうから考えていくと、意外に近道なこ

ともあると思います。つまり、ニーズがどこにあるかを見直せ

ば仕事はあるということです。それができればナンバーワン

になっていけるかな、という気がしてやっています。

小泉 ★ ぜひナンバーワンを目指していただきたいと思いま

す。では次は、2012年の抱負をお願いします。

松浦 ★ 今、日本企業の開発部門が、東南アジアなどの海外

へ出て行ってしまっているんですね。だったら試作品の受注

を直接、海外から取ろうと取り組んでいます。欧米の企業ま

でを視野に入れて海外とのパイプをつくり、今年にも実現で

きるスケジュールで進めています。

小泉 ★ 大田区には地元に羽田がありますし、今の時代、宅

配便のように航空便が使えますので、非常に可能性が高いと

思いますね。ぜひ期待したいです。

西尾 ★ 僕はチャレンジすることをたくさん計画中です。ま

ずは海外で自分たちの製品が受け入れられるのかという点

と、どういったものが求められるのかというのを自分の目で

確かめたいと思い、海外展示会に行くことにしました。今、英

語を勉強中です。本業の部分では、この5～6年、壁装材に

新しい製品が出てきてないんですね。そこが価格競争を引き

起こしているひとつの原因でもあるので、メーカーさんと
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株式会社松浦製作所 代表
取締役。祖父の代に創業。
精度を追求する微細加工を
得意とし、日本のものづくりの
一端を担ってきた。自身も5年
前社長に就任するまで、
100％現場で技術を磨く。
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松浦 貴之氏

株式会社西尾硝子鏡工業所
代表取締役。主に商業施設
のショーケース・ショーウインド
ウを扱う。平成20年度大田
区「優工場」総合部門賞受
賞。平成23年度東京都経営
革新優秀賞 奨励賞受賞。
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西尾 智之氏

有限会社岸本工業取締役。
プラスチック精密加工全般を
扱い、主に通信機器等の検査
治具、精密部品を納入。自身
が取締役就任後は、加工技
術、設計の習得に励みながら、
新製品のプロデュースを行う。
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須藤 祐子氏

経営塾で学んだことを活かし次のステップへ
2012年、各社それぞれの新たな挑戦
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共同開発して、展示会に出し

てみたいです。それも単体で

なく、よりパッケージさせた形

でお見せできればと思ってい

ます。また、各専門分野のサイ

トを持ち、情報を発信していく

ことも今年のチャレンジのひ

とつです。

小泉 ★ やっぱり「海外」はひと

つのキーワードになっています

ね。古川さんはいかがですか。

古川 ★ 一昨年3Dプリンタ

を導入し、3Dの造形をしています。同時に、お客様の開発に

携わる機会が増えましたので、そこで製品開発や商品化の

ノウハウを身につけて、自社製品を実現させたいですね。ま

た、当社名にあるように、お客様と“仲睦まじく”感動を与え

るような仕事をしていきたいと思っています。

須藤 ★ うちは品質保証体制を充実させたいと思っていま

す。検査機はお金は生まない、信頼しか生まないと言われて

いますが、その信頼こそが一番大切だと思っています。ま

た、お客様に評価いただいている従業員の技術も守ってい

きたいですね。

小泉 ★ 最後にスケールを変えまして、大田のモノづくりを

俯瞰して、これからの大田のイメージをお持ちでしたら、ご意

見を伺いたいと思います。

松浦 ★ 工場と住居が両方快適な区になればと思います。行

政にも環境改善に加わってもらって工場にとっても住人に

とっても暮らしやすい町になればと思います。

古川 ★ 昔のように近所のつながりが厚くなればいいと思い

ますね。それから大田区産業振興協会のPRももっとすべき

では？ 知ってもらうことが大事です。

須藤 ★ いろんな方が、大田区はすごいねとおっしゃってくだ

さるんですが、身近な人たちは誰もそんなこと言わないんで

すね。住んでる人はそうは見てないんです。ましてや子供た

ちは尚更そうは思わない。大田区で育った子たちが、自分た

ちが住んでいた所は製造業にすごく誇りをもっている町なん

だよ、そういうところで育ったんだ、と自信を持って言えるよ

うな町にしたいと思います。

西尾 ★ 僕はモノづくりをしてますが、他の会社さんから、「こ

んな技術が得意です」、「これがスゴイんです」って言われて

も、実は全然わからなかったりするんです（笑）。ですから、そ

のスゴイという部分が、どうすごくて、どう使われて、だからこ

うなんだ、とストーリーとして語られればモノづくりの素晴ら

しさ、おもしろさが伝えていけるんじゃないかなと思います。

物語があれば若い人もついてくる気がします。

須藤 ★ 道具とか物って身の回りに無数にありますけれど、

それを生み出すことは実はスゴイことだということを、子供

の頃から分かってもらえたら嬉しいと思います。

古川 ★ もっと町工場を好きになってもらいたいし、自分た

ちも好きになるべきだと思いますね。工場見学にみえる小

学生のお子さんたちは、「こんな大きな機械で作ってるん

だ！」とか「こんなにきれいな所で検査してくれるんだ！」とか

感想を言ってくれるんです。普段は部品として作られている

キャップたちも、子供の目からは「キラキラしてる」特別なも

のに見えるようです。

西尾 ★ うちも中学生の職場体験を受け入れているんです

が、感想文を書いてくれるんです。それを読むと我々もみん

な、あの頃の図画工作の延長で今があるんじゃないかなと思

うんですよ。そこが今の原点なんじゃないかと。だからこそ、

その時期にたくさんの子供たちに見てもらって、心にきざん

でもらいたいと思いますね。

小泉 ★ みなさん、やっぱりこの地域が好きだし、それを次世

代の子供たちに繋いで、さらに広げていこうと思ってらっしゃ

るわけですね。今年も更なる夢に向かって頑張っていきま

しょう。本日はありがとうございました。
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今回お集まりいただいた皆さんは、現在大田のモノづくりを推進

している2代目、3代目となる若い世代の方々です。皆さん、自社

の目指す場所を見据え、そのために今、何をすべきなのかをしっ

かりと把握し、既にトップスピードで行動を開始していました。若き

経営者たちは目の前の課題も、きっと自身の成長の糧とし、“モノ

づくり大田”の先頭を走って行くに違いありません。
小泉 誠二

これからの大田のモノづくりを考える
次世代へ繋げていくために必要なこと



開発助成：スタート
創業間もない企業や開発型企業への転換を目指す区内中小企業者

実用化製品化助成
開発の最終段階で実用化、製品化に向けた取り組みを行う
区内中小企業者・製造業者

助成限度額 説明会以降に、ご案内させていただきます。  
助成率 2／3

開発助成：ステップアップ
企業の更なる成長につながる新製品・新技術の開発などに取り組む
区内中小製造業者

対象者 説明会  

申請書類の配布  

対象経費　

助成率及び助成限度額

※ 時間・会場など詳細については
　 2月初旬にホームページかお電話でご確認ください。

申請受付  

説明会開催日以降、ホームページに掲載します。

開発に要する経費（原材料・外注加工費等）

4月初旬（予定）

その他
本事業の実施は、平成24年度予算の議決を
もって正式に決定となりますので、変更がある
場合はホームページ等でお知らせいたします。

新製品や新技術を開発する際に、研究開発経費の一部を助成する事業です。今回は、平成24年度の事業内容をご案内します。

「新製品・新技術開発支援事業」に
ついてのご案内

3月28日（水）予定
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information
～大田区モノづくりソリューションフェア２０１２～第５回

　「大田区加工技術展示商談会」は、大田区企業の優れた「加工技術」を全
国にアピールする展示商談会です。過去４回共に好評を博し、出展企業の
ビジネスチャンスの機会を創出しているこの展示商談会。５回目を迎える
今回は、過年度を上回る内容で、全国の発注案件を有する技術系の企業
の方々を来場者としてお招きします（第４回実績：1,815名）。貴社の「加工
技術」を全国にアピールし、新規取引先の開拓に繋げてみませんか。

定   員 １００社 ※小規模企業を優先し選考とさせていただきます。

出展料 １５，７５０円
出展資格 優秀な「加工技術」をテーマに出展可能な大田区に事業所を有する企業

基礎小間 間口２m×奥行２m×高さ２．７m程度の予定
（社名板、展示テーブル、椅子、企業紹介パネル１枚付属）

申込期限 ３月２日（金）※期限前に定員に達した場合は締切りとさせていただきます。

例）各種試作開発、難削材加工、微細加工、プレス、ゴム成型、樹脂成型、表面処理、
　  機械組立、電機組立、機械要素製造、溶接、製缶、鍛造、鋳造、その他加工

区 内 中 小 製 造
業 の 皆 様 へ

金
会  期 6 15 10:00　17:00
会  場

大田区加工技術展示商談会
出展企業募集のお知らせ

前回は一日でこれだけの実績！

Great!



東京マイスター、東京ものづくり若匠の
平成23年度

受賞者を紹介します。
　東京都では、都内に勤務する技能者のうち極めて優れた技能を持ち、他の技能者の模範と認められる方々を
「東京マイスター（東京都優秀技能者）」として毎年表彰しています。東京ものづくり若匠（東京プレマイスター）は、
「東京ものづくり名工塾」に入塾し優秀な成績で修了された方を認定しています。

文珠川  拓実 氏

文珠川 拓実氏 
(株)上島熱処理工業所 
工具鋼を中心とした塩浴熱処理に優れ、そ
の技能向上に努めた。厳密な硬さの調整を
必要とする高速度工具鋼や合金工具鋼の焼
きもどし作業に多くの工夫を加えることで
安定した熱処理を可能にした。また、品質向
上、生産性及び安全性の向上にも貢献した。

春原  敏雄氏 
春原表具店 
伝統的な表具技能に、現代的美的感覚を取
り入れた極めて優れた製品を多数手がけて
きた。その精緻な製品は多年の研鑽努力に
よるもので、業界外からも衆望を集める。軸
先の寸法を正確に測定できる定規を考案す
るなど、業界の発展にも尽力した。

小庄司  文孝氏 
キヤノン(株)下丸子事業所
手吹塗装による精密機器部品
の表面処理仕上げ加工に精
通している。カメラやレンズな
どの新製品具現化の先駆者と
して多大な貢献をした。

熱処理を始めて20年、まだまだ磨かなければならな
いことがある私がいただいていいのか戸惑いもあり
ますが、嬉しく思います。これからももっと勉強して、
優れた先輩達の域に達したいと思っております。

文珠川さ
んの

コメント

名誉ある賞を頂戴でき、嬉しく思っています。当社では、従業員の
人としての基本的な道徳や社会性を育むことを重く見ています。ま

た、仕事上のストレスをケアする
ことも経営者の大切な役割だと
思っています。育成に手ごたえを
感じる時もありますが、少し長い
目で見て一歩一歩着実に成長
させていきたいと思っています。
人材育成を持続させることで巡
り巡って大田区のため、日本全
体のためになっていくのではな
いかと思います。

笹川社長
の

コメント

太田  雄三
奥村  和弘
林  誠一
吉田  光義
小田  哲也

汎用旋盤
汎用旋盤
汎用旋盤
汎用旋盤
汎用フライス盤

オータ工業（株）
（株）品川測器製作所
三益工業（株）
（株）南武
（有）小田製作所

氏 名 コース 所 属
（敬称略）東京ものづくり若匠（東京プレマイスター）

平成23年度「東京都中小企業ものづくり人材育成大賞知事賞」
奨励賞を大田区の３社が受賞

東京都優秀技能者（東京マイスター）

　区内受賞企業は、株式会社マテリアル、株式会社笹川製作所、株式会社酒井ステンレスの３社。
このうち株式会社笹川製作所の笹川典一社長に受賞の喜びを語っていただきました。

この賞は、人材育成に焦点を当て、特に成果を上げた中小企業を東京都が表彰するものです。

社員の能力開発と力量の向上を図ることを目的として、社員
個々の目標管理と連動した人事評価制度を設けている。

新規採用者には測定器の扱いを社長が徹底して教え込み、社
内の機械はどれでも対応できるように研修プログラムを組ん
で行っている。

毎年新規採用を行っており、新入社員の定着と技能習得のた
め、OJTによりきめ細かい指導を行っている。

笹川製作所

2012.1 5第239号
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support

seminar

働く人を大切にする安心サービス
大田区勤労者共済
行ってみよう！ やってみよう！が広がるサービス
　大田区勤労者共済は、区内の中小企業を支援するために大田区が設立した福利厚生サービスです。
事業主や従業員が安心して働ける職場づくりと、家族と一緒に豊かな生活を送るために様々な特典が受けられます。

鴨川シーワールド

200
入会金

１人 500
月会費

１人

ホームページにアクセスを！ 
詳しいご案内・最新の会報をご覧いただけます

キ ャ リ ア ア ッ プ 講 習

2/20～24（5日連続）  18:15～21:15

４０名

2/10まで5,000円 （教材費込み） 

日本工業大学専門学校  神田情報ビジネス専門学校
講師　根澤 松雄 他

ホームページの構築と運用①

社内ネットワークの構築と運用（初級）①

機械図面の見方とＣＡＤ製図①

ＮＣプログラミング（マニュアル）初級①

三次元ＣＡＤ（Inventor）①

Ｅｘｃｅｌ（関数活用編）①

社内ネットワークの構築と運用（中級）①

日　 程 受付期間内容・対象

※土曜日は9：15～14：55

4/7.14.21
9：30～16：45

4/7.14.21
9：30～16：45

2/1～10

2/1～10

2/1～10

2/1～10

3/1～10

3/1～10

3/1～105/12.19.26
9：30～16：45

5/12.19.26
9：30～16：45

5/12.19.26
9：15～16：30

4/9.10.11.13.16.17.18.20
18：30～20：45

4/14.16.17.19.20.21
18：30～20：55

関係機関・団体主催セミナー

お申し込み・お問い合わせ  

お申し込み・お問い合わせ   

期 間

大田区産業プラザ（PiO）会 場

定 員 金属加工業や機械工業に従事し、図面に関する基礎的な知識の習得を必要とする方。対象者

受講料

講 師

申込
〆切

 http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/vsdc/ohta/index.html

 http://www.pio-ota.jp/fureai/

※原則として大田区在住または在勤の方を対象とします。
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　東日本大震災と東京電力福島第一原発の事故による製造業へのダメージは、
東北地方のみならず日本全国、ひいては世界の産業界に大きな影響を及ぼしま
した。この実情は、皮肉にも東北や北関東の製造業から供給される工業用素材
や精巧な部品そして優れた基盤技術が、いかに世界の産業を下支えしてきたか
を物語るものとなりました。今回被災したこれらの製造業の中には、大田区企業
の分工場やその提携先、取引先の企業も少なくありません。いまだに多くの企業
が未曾有の困難に直面しながらも懸命に再生への道を歩んでいます。

　このような厳しい状況の中で第16回を迎える大田区高度技術・技能展｢おお
た工業フェア｣は、日本の製造業の復興と新たな価値の創造をテーマとします。
　逆境の最中でも、ものづくりに挑む大田区中小製造業の精神は常に健在であ
り、日本の製造業の復興と新たな価値の創造のために「大田区ができること」、   
「大田区でなければできないこと」をご披露いたします。

●開催にあたり

　会場内の特設ブースにて、第23回大田区中小企業新製品・新技術コンクール
入賞企業の卓越した技術力と開発力をご紹介します。

●大田区中小企業新製品･新技術コンクール入賞企業の出展

　中小企業の経営等に有益な危機管理や知的財産に関する情報や先端技術
に関する知識を提供する各種セミナー、さらに、東京税関羽田税関支署による
税関相談コーナーを開催します。

●各種ビジネスセミナー・相談サービス

　大田区内の若手企業経営者等が独自の技術とチャレンジスピリットについて
語り合う公開シンポジウムを開催します。

●公開シンポジウム（2月4日開催）

　国内三千社にも及ぶバネ業界は下請け色が強い
と言われ、その大半が機械化による大量生産が中心
です。これに対し、東海バネ工業は「他社にできない
仕事を引き受ける」をコア・コンピタンスとして、手作
りによる多品種少量生産で、顧客注文に完全受注で
対応されています。
　そのユニークなビジネスモデルによって、業績面では創業以来67期連続黒字
を達成されるなど好調を維持しています。
　当講演では「従業員満足」にも重きを置く経営で、社員からの人望も厚い同社
トップより、「“競争しない”競争戦略」についてご紹介いただきます。

●基調講演会（2月2日開催）

『“競争しない“競争戦略 
 ～高付加価値にこだわる経営～』

東海バネ工業株式会社　代表取締役　渡辺 良機 氏

http://www.pio-ota.jp/k-fair/16/

 ～厳しいからこそ乗り越えられる～
『夢・技術・チャレンジ』

※公益財団法人大田区産業振興協会（以下、当協会）は、各種セミナー等へお申し込みの際に提出された個人情報について、以下の目的以外に利用することはありません。
■当協会の催す関連事業（各種セミナー・展示会・講演会等）の運営に必要な範囲での利用（参加者への連絡など）個人情報の取り扱いについて


